自然科学系博士課程在学生数に関する調査分析 - 最近における日本人学生数と外国人学生数の動向 - by 西潟 千明 et al.

























            第１調査研究グループ 西 潟 千 明 
                       横 尾 淑 子 
                       粟 辻 康 博 
               前 澤 祐 一 
            第１研究グループ   永 田 晃 也 
- 2 - 
 










  ２ 在学生数に占める外国人留学生数の割合の推移 
  ３ 理学系及び工学系の「課程博士数」に占める外国人数及びその割合の推移 
 
第２章 博士課程に日本人学生数が増加した要因の分析 
  １ 博士課程進学者数の推移 







  １ 全研究科 
① 設置者別、性別 
② 地域別、国別 
  ２ 理学系研究科 
① 設置者別、性別、経費負担別 
② 地域別、国別 
  ３ 工学系研究科 
① 設置者別、性別、経費負担別 
② 地域別、国別 
  ４ 理工学系研究科 
① 設置者別、性別 
② 地域別、国別 
  ５ 農学系研究科 
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① 設置者別、性別、経費負担別 
② 地域別、国別 







  １ 自然科学系博士課程在学生の実態に関するまとめ 
  ２ 今後の施策に関する若干の考察 
 
 




  第１表 大学院博士課程における外国人学生数 
    －１ １９９３年度 
    －２ １９９４年度 
    －３ １９９５年度 
    －４ 博士課程における主要国の外国人留学生数の推移 
  第２表 大学院修士課程における外国人学生数 
    －１ １９９３年度 
    －２ １９９４年度 
    －３ １９９５年度 
  第３表 在学生数、日本人学生数及び外国人学生数等の推移 
  第４表 外国人学生の主要地域別、主要国別の構成割合（１９９３年度、１９９５年度） 
    －１ 博士課程 
    －２ 修士課程 
  第５表 主要地域における外国人学生数及び指数の推移 
  第６表 主要国における外国人学生数及び指数の推移 
  第７表 大学及び大学院卒業生の無業者率並びに博士号無取得率算出表 
  第８表 研究科別２４歳人口当たり博士課程志願者率算出表 
  第９表 日本学術振興会の研究奨励金支給人員及び２４歳人口当たり支給対象率の推移 
  第10表 研究科別博士課程進学意思決定因子分析表 
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  第11表 理学工学系（理学系と工学系の合計）における３制度の２４歳人口当たり支給率の推移 
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はじめに 
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第１章 研究科別、国籍別博士課程在学生数並びに課程博士数の 























































博士 修士 博士 修士 博士 修士
日本人 外国人




は、１９９４年度 112、１９９５年度は 125 と順調に伸びている。日本人学生数の指数は、 
111、123 で、外国人学生数の伸びとほぼ同じである。 































では、各年度とも 18％ と変わらなかった。修士課程では、１９９３年度の 8％ が１９９５
年度には 7％ に微減した。 
 
第1-3図 博士課程及び修士課程全研究科における在学生数に占める 





















     割合との関係 
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② 理学系研究科 
博士課程理学系研究科の在学生数は、次の図のとおり、１９９３年度の 4,042人（100）が、





















博士修士 博士修士 博士 修士
93 年度 94 年度 95 年度
日本人 外国人  
 
博士課程理学系研究科の外国人学生の１９９３年度を 100 とした指数は、次の図のとおり
１９９４年度は 122、１９９５年度は 132 となった。日本人学生数の指数は、108、124 であ
る。 
修士課程理学系研究科の外国人学生の指数は、１９９４年度は 105 となったが、１９９５
年度は 99 になった。これは、日本人学生数の伸びが、100、115、128 と伸びているのと対照
的である。 
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第1-8図 博士課程及び修士課程理学系研究科における日本人学生指数及び 
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第1-10図 博士課程及び修士課程理学系研究科における外国人学生指数と外国人学生が 




















































博士 修士 博士 修士 博士 修士
日本人 外国人









100 とした指数は、１９９４年度は 111、１９９５年度は 125 となった。日本人学生数の指
数は、119、141 に急増した。 
修士課程工学系研究科の外国人学生数の１９９３年度を 100 とした指数は、次の右図に示




     外国人学生指数の推移 


























とおり、32％ から 29％ に微減した。また、修士課程工学系研究科の在学生数に占める外国
人学生数の割合は、ほぼ 5％ 程度であった。 
 
第1-13図 博士課程及び修士課程工学系研究科における在学生数に占める 





















     外国人学生数が占める割合との関係 































































博士 修士 博士 修士 博士 修士
日本人 外国人




示すとおり、１９９４年度は 113、１９９５年度は 126 となった。日本人学生数の指数は、1
14、133 に伸びた。 
修士課程理工学系研究科の外国人学生数の１９９３年度を 100 とした指数は、１９９４年
度は 109、１９９５年度は 106 となった。日本人学生数は、113、123 に伸びた。 
 
第1-16図 博士課程及び修士課程理工学系研究科における日本人学生指数及び 
          外国人学生指数の推移 
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     外国人学生数が占める割合との関係 
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博士課程農学系研究科の在学生数は、次の図に示すとおり、１９９３年度の 2,582人（10















博士 修士 博士 修士 博士 修士
日本人 外国人











とおり、１９９４年度 110、１９９５年度は 119 となった。日本人学生数の指数は、113、13
0 となっている。 
修士課程農学系研究科の１９９３年度を 100 とした外国人学生数の指数は、１９９４年度
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     外国人学生指数の推移 
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     占める割合との関係 


































   日  本   （参考）米 国 
 日本  米国  理学系  工学系  理学系  工学系 
1980年度  1981年  1.0  6.5  15.6  39.9 
1981  1982  1.5  8.7  17.1  43.5 
1982  1983  2.0  10.9  17.8  44.9 
1983  1984  2.4  13.0  18.7  46.8 
1984  1985  2.9  15.2  21.1  48.0 
1985  1986  5.3  20.4  24.1  47.7 
1986  1987  7.8  25.7  26.1  47.4 
1987  1988  7.2  31.6  27.4   47.5 
1988  1989  10.7  32.2  28.8  49.3 
1989  1990  －  －  29.6  50.9 
1990  1991  －  －  31.3  51.4 
1991  1992  －  －  33.2  52.3 
1992  1993  －  －  33.0   51.3 
1993  1994  10.1  31.4  26.9  46.6 
1994   1995  11.4  30.3     
1995   1996  10.5  28.8     
（注）日本の1988年度までは、財団法人アジア学生文化協会「留学生のための大学院入学案内」等により収集
した数値による推計値である。1993年度から1995年度までは、本報告書の統計表第1-4表による。 
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米国は、1989年までは、ＮＳＦ「science and engineering doctorates」による(科学技術政策研究所
NISTEP REPORT NO.７「自然科学系博士号取得者の量的日米比較」参照）。1990年からは、ＮＳＦ 
「Selected data on Science and engineering Doctorate Awards,1994」による。なお、米国の外国人











   理学系課程博士数  工学系課程博士数 
   日本人  外国人  合計  日本人 外国人  合計 
 1993年度  683  78(77)  761  977  455(450)  １,432 
 1994年度      不明      不明 













 日本 米国 
日本 米国 理学 工学 理学 工学 
1985年度 1986年 100 100 100 100 
1990 1991 105 183 123 159 
1993 1994 153 298 135 178 
 
- 23 - 
これによれば、日本の理学系及び工学系課程博士数は、米国よりも相当少ないものの、最近
におけるその伸びは米国に比べ大きいことが伺える。 










































年度      理学系研究科      工学系研究科 
志願者数 外国の学校卒 国内の学校卒 志願者数 外国の学校卒 国内の学校卒 
1980 772      6        766 745       31       714 
1985 784      17        767 917       90       827 
1990 1,005      30        975 1,597      263     1,334 
1991 1,115      53      1,062 1,871      308     1,563 
1992 1,188      69      1,119 2,218      408     1,810 
1993 1,445      99      1,346 2,678      552     2,126 
1994 1,552     104      1,448 3,035      535     2,500 
1995 1,802      87      1,715 3,453      505     2,948 
②日本人の博士課程入学者数及び入学倍率推計表 
年度      理学系研究科 工学系研究科  日本人推計入学倍率   
入学者数 外国の学校卒 国内の学校卒 入学者数 外国の学校卒 国内の学校卒 理学系研究科 工学系研究科 
1980 657      6        651    638       21       617      1.18      1.16 
1985 689      15        674 832       78       754      1.14      1.10 
1990 929      26        903 1,399      187     1,212       1.08      1.10 
1991 1,021      50        971 1,715      263     1,452      1.09      1.08 
1992 1,076      60      1,016 2,010      336     1,674      1.10      1.08 
1993 1,317      92      1,225 2,410      444   1,966      1.10      1.08 
1994 1,399     96      1,303 2,711      420     2,291      1.11      1.09 













年度 1980 1985 1990 1991 1992 1993 1994 1995 
理 学 系 0.68 0.67 0.79 0.8 0.89 1.00 1.00 1.01 
工 学 系 0.28 0.35 0.52 0.62 0.67 0.75 0.78 0.80 
（注）文部省「学校基本調査報告書」及び文部省資料により作成 
 













                                      単位は千
人 
 1993年 1994年 1995年 1996年 1997年 1998年 








































        （注） 灰色は、景気後退期を示す 
これによれば、１９８０年度に対する１９９５年度の２４歳人口当たり志願者率は、工学
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第３章 設置者別、性別、経費負担別、地域別、国別の博士課程 





















                                   実数の単位は人 
 博士課程 修士課程 
国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数   5175  245   1068   6488   4446  319   2309   7074 
指数    100  100    100    100    100  100    100    100 
1994 実数   5797  286   1177   7260   4801  359   2437   7597 
指数    112  117    110    112    108  113    106    107 
1995 実数   6478  330   1277   8085   4924  367   2486   7777 
指数    125  135    120    125    111  115    108    110 




実数  24275 1892   9522  35689  62027 3966  35879 101872 
割合     68    5     27    100     61    4     35    100 









 博士課程 修士課程 
 男  女  計  男  女  計 
1993 
年度 
実数  4986   1502   6488   4625   2449   7074 
指数    100    100    100    100    100    100 
1994 
年度 
実数   5459   1801   7260   4974   2623   7597 
指数    109    120    119    108    107    107 
1995 
年度 
実数   6022   2063   8085   4997   2780   7777 
指数    121    137    125    108    114    110 




実数  29142   6547  35689  80272  21600 101872 






      博士課程               修士課程 







































































































































９９３年度から１９９５年度にかけて、中国地域が 46％ から 48％ に微増、韓国・朝鮮地域
が26％ から 24％ に微減、両地域をあわせた割合は、両年度とも 72％であった。そのほかの
地域の占める割合は、ほぼ同じであった。 
右の図は、修士課程全研究科外国人学生数に占める各地域の割合を示すものであり、中国地
域が 55％ 前後、韓国・朝鮮地域が 20％前後を占めており、１９９３年度から１９９５年度
までにおいて、それぞれの地域の占める割合は、ほぼ同じであった。 
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第3-2図 全研究科博士課程及び修士課程における外国人学生数に占める主要地域の 
         割合の推移 



































ジアの 134、中国地域の 130 の順序となっている。 
修士課程全研究科外国人学生数の指数の伸びの大きい地域は、ヨーロッパの 118、南西ア
ジアの 115、韓国・朝鮮地域の 111 となっている。 
 
第3-3図 博士課程及び修士課程全研究科における主要地域の外国人学生数とその指数の推移 





















































































































































































及びインドネシアの 130 となっている。 
修士課程全研究科外国人学生数の指数の伸びの大きい国は、バングラデシュの 113、韓
国・朝鮮の 111、中国の 110 となっている。なお、インドネシアは、81 に減少した。 
 
第3-5図 博士課程及び修士課程全研究科における主要国の外国人学生数とその指数の推移 

































































































































































修士課程理学系研究科外国人学生の占める割合は、国立が 90％ 弱、私立が 9％ であるの




 博士課程 修士課程 
国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数    372   19     22    413    277   13    40    330 
指数    100  100    100    100    100  100   100    100 
1994 
年度 
実数    450   33     21    504    304   18    26    348 
指数    121  174     95    122    110  138    65    105 
1995 
年度 
実数    479   46     20    545    285   14    28    327 
指数    129  209     91    132    103  108    65     99 






実数   3764  260    464   4488   7739  531   2581  10826 









        男 女 
国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数    299   16     21    336     73    3      1     77 
指数    100  100    100    100    100    -      -    100 
1994 実数    366   28     20    414     84    5      1     90 
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年度 指数    122  175     95    123    115    -      -    117 
1995 
年度 
実数    379   39     17    435    100    7      3    110 
指数    127  244     81    129    137    -      -    143 




実数      4031       457 
割合        90        10 
 
修士課程 
 男 女 
国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数    199    9     33    241     78    4      7     89 
指数    100    -    100    100    100    -      -    100 
1994 
年度 
実数    217   12     18    247     87    6      8    101 
指数    109    -     55    102    112    -      -    113 
1995 
年度 
実数    196   10     21    227     89    4      7    100 
指数     98    -     64     94    114    -      -    112 




実数      9006      1820 








  国 費 留 学 生 数 私 費 留 学 生 数 外国人 
留学生 
数 
国 立 公 立 私 立 国 立 公 立 私 立 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
1993 
年度 
実数 170 35 10 0 4 1 125 38 6 3 16 0 408 
指数 100 100 - - - - 100 100 - - - - 100 
1994 
年度 
実数 185 38 12 3 5 0 176 45 13 2 14 1 508 
指数 109 109 - - - - 141 118 - - - - 125 
1995 
年度 
実数 178 39 21 4 5 1 193 60 14 3 10 2 530 
指数 105 111 - - - - 154 158 - - - - 130 
 
 修士課程 
  国 費 留 学 生 数 私 費 留 学 生 数 
国 立 公 立 私 立 国 立 公 立 私 立 
男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
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1993 実数 84 29 0 2 2 1 107 45 3 2 28 6 
年度 指数 100 100 - - - - 100 100 - - 100 - 
1994 実数 93 31 0 1 1 2 113 55 8 4 14 6 
年度 指数 111 107 - - - - 106 122 - - 50 - 
1995 実数 88 25 0 1 2 0 98 61 7 3 15 7 












博士課程理学系研究科の外国人学生数に占める各地域の割合は、中国地域が 46％ から  
48％ に微増、韓国・朝鮮地域は 22％ から 18％ に微減、ヨーロッパ地域は 6％ から 8％ 
に微増した。その他の地域の占める割合は、ほぼ同じであった。 
修士課程理学系研究科の外国人学生数に占める各地域の割合は、中国地域が 49％ から 




         割合の推移 
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次の各図のとおりである。 
博士課程理学系研究科の外国人学生数の指数の伸びの大きい地域は、アセアン諸国の  15










     その指数の推移 

































































































































の割合は、次の左図に示すとおり、中国が 46％ から 48％ に、韓国・朝鮮は 22％ から  




修士課程理学系研究科の外国人学生数に占める各国の割合は、中国が 48％ から 53％ に、
韓国・朝鮮が 15％ から 18％ に増加し、インドネシアが 11％ から 6％ に減少した。 
 
第3-8図 博士課程及び修士課程理学系研究科における外国人学生数に占める主要国の 
         割合の推移 
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  博士課程 修士課程 
  国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数   1867   50    197   2114   1660   92    441   2193 
指数    100  100    100    100    100  100    100    100 
1994 
年度 
実数   2074   63    218   2355   1870   84    440   2394 
指数    111  126    111    111    113   91    100    109 
1995 
年度 
実数   2335   71    240   2646   1835   79    425   2339 
指数    125  142    122    125    110   86     96    107 




実数   5297  193    894   6384  30348 1394 14175  45917 












         男 女 
  国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数   1660   48    177   1885    207    2     20    229 
指数    100  100    100    100    100    -    100    100 
1994 
年度 
実数   1827   56    198   2081    247    7     20    274 
指数    110  117    112    110    119    -    100    120 
1995 実数   2038   63    215   2316    297    8     25    330 
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年度 指数    123  131    121    123    143    -    125    144 




実数      6149       235 
割合        96         4 
 
修士課程 
  男 女 
  国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数   1337   66    365   1768    323   26     76    425 
指数    100  100    100    100    100  100    100    100 
1994 
年度 
実数   1511   66    379   1956    359   18     61    438 
指数    113  100    104    111    111   69     80    103 
1995 
年度 
実数   1471   64    367   1902    364   15     58    437 
指数    110   97    100    108    113   58     76    103 




実数     43600      2317 






 国 費 留 学 生 私 費 留 学 生 外国人
留学生
数 
国 立 公 立 私 立 国 立 公 立 私 立 
 男  女  男  女  男  女  男  女  男  女  男  女 
1993 
年度 
実数 780  78  12   2  57   6 865 129  35   0 113  13 2090 
指数 100 100 - - 100 - 100 100 100 - 100 - 100 
1994 
年度 
実数 819  85  12   3  49   4 997 160  42   4 140  16 2331 
指数 105 109 - -  86 - 115 124 120 - 124 - 112 
1995 
年度 
実数 877 103  18   1  56   7 1138 190  44   7 144  17 2602 
指数 112 132 - -  98 - 134 147 126 - 127 - 124 
 
修士課程 
     国 費 留 学 生 数    私 費 留 学 生 数 
  国 立  公 立  私 立  国 立  公 立  私 立 
  男  女  男  女  男  女  男  女  男  女  男  女 
1993 
年度 
実数 338 54 3 0 12 3 960 263 60 26 328 72 
指数 100 100 - - 100 - 100 100 100 100 100 100 
1994 
年度 
実数 363 63 4 2 13 2 1091 291 60 16 332 58 
指数 107 117 - - 108 - 114 111 100 62 101 81 
1995 実数 369 66 6 2 25 4 1060 297 56 13 302 52 
- 56 - 

















          割合の推移 

































中国地域の 125、韓国・朝鮮地域の 123 となっている。 
修士課程における指数の伸びは、おおむね博士課程より小さい。修士課程の指数の伸びの
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     その指数の推移 



































































































































る各国の割合は、次の左図に示すとおり、中国が 46％ で変わらず、韓国・朝鮮が 25％ から
 24％ に、バングラデシュが 1％ から 3％ に微増した。そのほかの国の占める割合は、ほぼ
同じであった。 
修士課程工学系研究科の外国人学生数に占める各国の割合は、次の右図に示すとおり、中国




          割合の推移 




































鮮の 123 となっている。タイは、やや下降気味である。 
修士課程における指数の伸びは、おおむね博士課程より小さい。修士課程の指数の伸びの大




     その指数の推移 
      博士課程          修士課程        指数  
中国  























































































































































  博士課程 修士課程 
  国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数  2239   69    219   2527   1937  105    481   2523 
指数    100  100    100    100    100  100    100    100 
1994 
年度 
実数   2524   96    239   2859   2174  102    466   2742 
指数    113  139    109    113    112   97     97    109 
1995 
年度 
実数   2814  117    260   3191   2120   93    453   2666 
指数    126  170    119    126    109   89     94    106 




実数   9061  453   1358  10872  38062 1925  16756  56743 









         男 女 
  国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数   1959   64    198   2221    280    5     21    306 
指数    100  100    100    100    100    -    100    100 
1994 
年度 
実数   2193   84    218   2495    331   12     21    364 
指数    112  131    110    112    118    -    100    119 
- 61 - 
1995 
年度 
実数   2417  102    232   2751    397   15     28    440 
指数    123  159    117    124    142    -    133    144 




実数     10180       692 
割合        94         6 
 
修士課程 
  男 女 
  国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数   1536   75    398   2009    401   30     83    514 
指数    100  100    100    100    100  100    100    100 
1994 
年度 
実数   1728   78    397   2203    446   24     69    539 
指数    113  104    100    110    111   80     83    105 
1995 
年度 
実数   1667   74    388   2129    453   19     65    537 
指数    109   99     97    106    113   63     78    104 




実数     52606      4137 















          割合の推移 
      博士課程            修士課程 

































博士課程の指数の伸びは、ヨーロッパ地域の 165、南西アジア地域の 145、中国地域の 127、
韓国・朝鮮地域の 121、アセアン諸国地域の 111 となっている。 
また、修士課程の指数の伸びは、ヨーロッパ地域の 133、南西アジア地域の 132、中国地
域の 107 となっている。アセアン諸国地域は減少気味である。 
 
第3-15図 博士課程及び修士課程理工学系研究科における主要地域の外国人学生数と 
    その指数の推移 
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博士課程の指数の伸びは、バングラデシュの 178、タイの 136、中国の 127、韓国・朝鮮及
びインドネシアの 121 となっている。 




    その指数の推移 
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  博士課程 修士課程 
  国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数    838   22     50    910    518   10     47    575 
指数    100  100    100    100    100  100    100    100 
1994 
年度 
実数    920   19     61   1000    498   19     42    559 
指数    110   86    122    110     96  190     89     97 
1995 
年度 
実数    991   26     63   1080    486   21     42    549 
指数    118  118    126    119     94  210     89     95 




実数   1965   48    156   2169   5230  219    727   6176 







  博士課程 修士課程 
   男  女  計  男  女  計 
1993 
年度 
実数    731    179    910    420    155    575 
指数    100    100    100    100    100    100 
1994 
年度 
実数    785    215   1000    395    164    559 
指数    107    120    110     94    106     97 
1995 
年度 
実数    843    237   1080    371    178    549 
指数    115    132    119     88    115     95 




実数   1878    291   2169   4821   1355   6176 






      国 費 留 学 生 数    私 費 留 学 生 数 
  国 立  公 立  私 立  国 立  公 立  私 立 
 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
1993 
年度 
実数 405 87 2 2 19 3 267 75 9 7 25 3 
指数 100 100  - - - - 100 100 - -  100 - 
1994 
年度 
実数 427 103 3 1 17 8 295 91 9 5 31 5 
指数 105 118 - - - - 110 121 - - 124 - 
- 67 - 
1995 
年度 
実数 495 103 6 3 22 9 311 112 14 2 26 6 






      国 費 留 学 生 数    私 費 留 学 生 数 
  国 立  公 立  私 立  国 立  公 立  私 立 
 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 男 女 
1993 
年度 
実数 205 58 0 1 3 4 171 73 6 3 27 12 
指数 100 100   - - - - 100 100 - - 100 - 
1994 
年度 
実数 172 66 1 1 6 0 177 77 10 7 24 12 
指数 84 114 - - - - 104 105 - - 89 - 
1995 
年度 
実数 142 60 2 2 6 3 182 98 11 5 25 8 















          割合の推移 








































博士課程の指数の伸びは、南西アジア地域の 149、中国地域の 133、アセアン諸国地域の  





     その指数の推移 


































































































































の割合は、次の左図に示すとおり、中国が微増、韓国・朝鮮が 26％ から 21％ に減少、バン





          割合の推移 
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各国別にみた博士課程及び修士課程農学系研究科の外国人学生数の推移は、次の図に示すと
おりである。 






     その指数の推移 






























































































































































  博士課程 修士課程 
  国立 公立 私立 計 国立 公立 私立 計 
1993 
年度 
実数   2098  154    799   3051   1991  204   1781   3976 
指数    100  100    100    100    100  100    100    100 
1994 
年度 
実数   2353  171    877   3401   2129  238   1929   4296 
指数    112  111    110    111    107  117    108    108 
1995 
年度 
実数   2673  187    954   3814   2318  253   1991   4562 
指数    127  121    119    125    116  124    112    115 
割合     70    5     25    100     51    6     43    100 
 
 (参考：日本人学生数) 
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1995 
年度 
実数  13249 1391   8008  22648  18735 1822  18396  38953 





  博士課程 修士課程 
   男  女  計  男  女  計 
1993 
年度 
実数  2034   1017   3051   2196   1780   3976 
指数    100    100    100    100    100    100 
1994 
年度 
実数   2964   1222 3321   2376   1920   4296 
指数    146    120    109    108    108    108 
1995 
年度 
実数   2428   1386   3814   2497   2065   4562 
指数    119    136    125    114    116    115 




実数  17084   5564  22648  22845  16108  38953 







博士課程 外国人学生 人文科学 49％ 社会科学 26％ 
日本人学生 人文科学 43％ 社会科学  28％ 
修士課程 外国人学生 人文科学 58％ 社会科学 35％ 
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          割合の推移 































          割合の推移 
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第４章 博士課程を修了した外国人留学生の日本国内就職状況 












1986 1987 1988 1989 1990 1991 1992 1993 1994 1995 
総数 46 93 90 125 211 393 363 880 905 916 1015 
内訳 博士課程          319 












   第4-2表 在留資格別人数        第4-3表 職務内容別人数 
人文知識・国際業務 36  翻訳・通訳 25 
技術 130  技術開発 110 
教授 88  教育 86 
研究 60  海外業務 6 
投資・経営 2  設計 11 
医療 1  貿易業務 3 
教育 1  営業 1 
特定活動 1  経営・管理業務 3 
合計 319  情報処理 10 
- 75 - 
   国際金融 1 
   医療 3 
   その他・不明 60 






   第4-4表 国別人数 
中国   231 
台湾     9 
韓国    41 
マレーシア     3 
タイ     3 
フィリピン     5 
インド     3 
バングラデシュ     3 
ミャンマー     2 
メキシコ     2 
チェコ     2 
その他    15 






れば、技術が 614人、教授が 129人、研究が 80人となっている。）これらのうちの 1,883人 
（79％）が中国である。 
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第５章 自然科学系博士課程在学生の実態の大要と今後の施策に 










った。（外国人留学生数は、100 から 130 になった。） 






博士課程工学系研究科の在学生数は、１９９３年度を 100 とすると１９９５年度は  
136 に伸びた。この間、日本人学生数は、100 から 141 に、外国人学生数は、100 から 
125 になった。（外国人留学生数は、100 から 124 になった。） 
















  年  度 日  本 （参考）米  国 
日本の年度 米国の年 理学系 工学系 理学系 工学系 
1993 1994 10.1％ 31.4％ 26.9％ 46.6％ 
1994 1995 11.4 30.0   




理学系研究科が 127、工学系研究科が 139 に伸びた。これらの結果、同期間において日本人
の博士課程志願者数を同入学者数で除した入学倍率は、理学系研究科では 1.10 から 1.12 に、
工学系研究科では 1.08 から 1.12 になった。また、博士課程入学者数（日本人と外国人の合
計）を同入学定員で除したいわゆる定員充足率は、１９９３年度から１９９５年度にかけて、












     相関関係一覧表 
研 究 科 別 相 関 係 数 弾性値(1994年度) 
日本学術 
振興会 
３ 制 度 日本学術 
振興会 
３ 制 度 
理学系研究科 0.953 － － － 
工学系研究科 0.961 － － － 
理工学研究科 － 0.959 0.455 0.548 
農学系研究科 0.948 － － － 








    「博士課程修了無業者率」との相関係数一覧表 
研 究 科 別 博士号未取得者率 博士課程修了無業者率 
理学系研究科 －0.898 －0.857 
工学系研究科 －0.907 －0.710 
農学系研究科 －0.776 －0.788 

















 1993  1994  13   152(理学111､工学41) 
 1994  1995  16   
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博士課程の外国人学生数に占める女性の割合は、理学系研究科が 20％ 、工学系研究科


















 第5-5表 日本の課程博士の日本人、外国人別内訳（推計） 
年 度  理学系課程博士数  工学系課程博士数 
   日本人  外国人  合 計  日本人  外国人  合 計 
 1993    683   78(77)   761    977 455(450)  １,432 
 1994             




 第5-6表 博士数の伸び率の日米比較 
  年 度 日 本 米 国 
日本の年度 米国の年   理学 工学 理学 工学 
1985 1986 100 100 100 100 
1990 1991 105 183 123 159 












      課程博士数（期待値） 
  博 士 数 人口10万人当たり 
博士数 
理学系課程博士数  1,610人  1.3人 
工学系課程博士数  3,843  3.1 
理学工学系課程博士数  5,453  4.4 
 
参考表－２ 米国で１年間に生まれる博士数（１９９３年実態値） 
 博 士 数 人口10万人当たり 
博士数 
理学系博士数 11,114人 4.3人 
工学系博士数  6,730 2.6 






















  入学定員充足率１.00 =（起算年度入学定員充足率）＋α×充足率が１になるまでの年数 
α =｛（1995年度の入学定員充足率）－（1993年度の入学定員充足率）｝÷２ 
1.00 = 0.8 ＋（0.8－0.75）÷２×充足率が１になるまでの年数 
年数 = (1.00－0.8)÷0.025 = 8 



























                           科学技術政策研究所 
                       第１研究グループ 













































































    博士課程志願者数＝定数項+博士号未取得率+研究奨励金受給者数+無業率 













    博士課程志願者数＝定数項+研究奨励金受給者数+タイムトレンド+誤差項     
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表1. 学部別・ 博士課程進学志望者数、 博士号未取得率、 研究奨励金受給者数及び博士課程修了後の無業率
（ 単位： 人）
理学 工学 農学 人文・ 社会科学
年 博士志願数 博士号 研究奨励金 無業率 博士志願数 博士号 研究奨励金 無業率 博士志願数 博士号 研究奨励金 無業率 博士志願数 博士号 研究奨励金 無業率
未取得率 受給者数 未取得率 受給者数 未取得率 受給者数 未取得率 受給者数
1980 766 0. 45 196 0. 52 714 0. 44 44 0. 27 312 0. 55 62 0. 47 2229 0. 86 90 0. 25
1981 713 0. 51 196 0. 52 690 0. 46 48 0. 23 275 0. 34 48 0. 52 2232 0. 80 102 0. 23
1982 709 0. 49 212 0. 53 694 0. 40 37 0. 15 298 0. 28 46 0. 60 2211 0. 86 110 0. 31
1983 714 0. 46 200 0. 51 678 0. 37 33 0. 16 296 0. 41 55 0. 45 2283 0. 84 111 0. 28
1984 758 0. 47 215 0. 46 693 0. 37 43 0. 25 324 0. 42 50 0. 45 2246 0. 87 119 0. 32
1985 767 0. 43 212 0. 46 827 0. 35 43 0. 21 337 0. 43 44 0. 40 2266 0. 84 127 0. 32
1986 727 0. 38 141 0. 43 1068 0. 31 53 0. 21 380 0. 34 38 0. 36 2266 0. 84 103 0. 28
1987 882 0. 34 192 0. 43 1032 0. 32 68 0. 21 343 0. 21 43 0. 37 2416 0. 83 161 0. 30
1988 860 0. 33 257 0. 42 1199 0. 28 98 0. 20 462 0. 27 79 0. 27 2365 0. 82 223 0. 31
1989 984 0. 32 347 0. 38 1209 0. 21 120 0. 21 457 0. 27 95 0. 25 2426 0. 81 272 0. 31
1990 975 0. 27 376 0. 38 1334 0. 21 148 0. 16 535 0. 23 99 0. 27 2355 0. 83 269 0. 31
1991 1062 0. 27 409 0. 41 1563 0. 21 177 0. 09 586 0. 16 99 0. 31 2512 0. 82 341 0. 33
1992 1119 0. 27 513 0. 33 1810 0. 19 284 0. 12 688 0. 15 139 0. 31 2859 0. 83 356 0. 27
1993 1346 0. 27 658 0. 36 2126 0. 19 354 0. 11 790 0. 19 168 0. 29 3032 0. 86 402 0. 32
1994 1448 0. 18 811 0. 32 2500 0. 15 488 0. 13 865 0. 14 187 0. 22 3287 0. 80 453 0. 32
注1： 博士課程志願者数、 課程修了後の博士号未取得率および無業率は、 文部省「 学校基本調査」 各年版による。
注2： 研究奨励金受給者数は、 「 日本学術振興会年報」 および日本学術振興会の資料編研究者名簿に基づく 西潟推計に従う 。 この推計には、 博士課程修了者相当を対象とする
　 　 　 奨励研究員、 特別研究員、 海外特別研究員および新プログラムと 、 博士課程在学生を対象とする奨励研究員、 特別研究員および新プログラムが含まれている。 なお、
　 　 　 専攻学科の区分は、 研究者の取得博士号、 専攻および研究指導者の所属する学科名などを考慮して行われている。  
 
表 2.博士課程進学行動に関する重回帰モデルの推計結果(1)
　　　理学 　　　工学 　　　農学 　人文社会科学
係数 t 係数 t 係数 t 係数 t
定数項 738.89 2.00 * 233.86 0.43 -90.64 -0.59 868.99 0.52
博士号未取得率 -521.97 -1.39 475.16 0.44 136.64 0.90 2008.14 0.93
研究奨励金受給者数 0.88 8.48 ** 2.77 9.53 ** 2.52 7.85 ** 2.76 2.72 **
博士修了無業率 98.96 0.16 22.71 0.04 268.74 1.46 -2271.33 -1.20
タイムトレンド 4.97 0.40 56.82 2.08 * 25.57 3.08 ** 0.31 0.01
修正済み R^2 0.97 0.98 0.98 0.79
注：**=棄却域 1%水準で有意。*=5%水準で有意。
表 3.博士課程進学行動に関する重回帰モデルの推計結果(2)
　　　理学 　　　工学 　　　農学 　人文社会科学
係数 t 係数 t 係数 t 係数 t
定数項 512.30 23.10 ** 465.43 11.13 ** 117.98 7.36 ** 1959.11 24.44 **
研究奨励金受給者数 0.90 8.87 ** 2.80 10.96 ** 2.67 8.84 ** 3.01 3.12 **
タイムトレンド 14.13 3.18 ** 45.49 5.83 ** 15.27 4.73 ** -17.85 -0.67
修正済み R^2 0.97 0.99 0.98 0.8
注：**=棄却域 1%水準で有意。*=5%水準で有意。
表4.奨励金受給者数の変化に対する博士課程志願者数の弾力性
理学 工学 農学 人文社会科学
弾性値 0.32 0.31 0.48 0.26
注：表 3 のパラメータを用いて計算した平均値回りの弾力性を示す。  
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